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〇 six kinds が S（主語）、 are used が V（動詞）です。 

〇 in Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本で」という意味をもち、動詞 are used の場所を説明しています。 

〇 of coins は修飾語で形容詞のはたらきです。six kinds を説明しています。 

 

 

〇 the five-yen coin が S（主語）、 has が V（動詞）、 a hole が O（目的語）です。 

〇 in the middle は修飾語で副詞のはたらきです。 

「真ん中に」という意味をもち、動詞 has の場所を説明しています。 

〇 Among them は修飾語で副詞のはたらきです。 

   them は 前の文の six kinds of coins を指しています。 

ここでは、6 種類の硬貨の中で、その中の 1 つとして、5 円硬貨について述べられてい

ます。 
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〇 The fifty-yen coin が S（主語）、 has が V（動詞）、 a hole が O（目的語）です。 

〇 too は副詞です。50 円硬貨も 5 円硬貨と同じ特徴があることを示しています。 

 

 

〇 they が S（主語）、 have が V（動詞）、 holes が O（目的語）です。 

※ they ＝ the five-yen coin と the fifty-yen coin 

〇 Then は副詞です。 

「では、次に」といった意味を持ち、前の文を受けて話の流れを次へ進める役割をして

います。 

〇 why は理由をたずねる疑問詞です。 

ここでは「なぜそれらに穴があるのか」をたずねています。 
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〇 I が S（主語）、 think が V（動詞）、 there are some reasons for that が O（目的

語）です。 

※ there are 以下は名詞節、 think の目的語 

〇 there are some reasons for that は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

some reasons が S（主語）、 are が V（動詞）です。 

〇 for that は修飾語で形容詞のはたらきです。some reasons を説明しています。 

that は前の文の why do they have holes? 「なぜそれらに穴があいているのか」をさし

ています。   
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〇 we が S（主語）、 can tell が V（動詞）、 coins が O（目的語）です。 

○ with holes は修飾語で形容詞のはたらきです。1 つ目の coins を説明しています。 

○ without holes は修飾語で形容詞のはたらきです。2 つ目の coins を説明しています。 

〇 if some coins have holes は主語と動詞をふくむ節（副詞節）です。 

〇 some coins が S（主語）、 have が V（動詞）、 holes が O（目的語）です。 

○ For example は修飾語で副詞のはたらきです。具体例を導入しています。 

 

 

〇 Coins が S（主語）、are used が V（動詞）です。 

○ with holes は修飾語で形容詞のはたらきです。 coins を説明しています。 

〇 in some other countries は修飾語で副詞のはたらきです。 

「他のいくつかの国で」という意味をもち、動詞 are used の場所を説明しています。 

○ too は副詞です。他の国でも同様に使われていることを示しています。 
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〇 You が S（主語）、 use が V（動詞）、 many kinds of yakimono が O（目的語）です。 

〇 in your everyday life は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日常生活で」という意味をもち、動詞 use の場所や状況を説明しています。 

 

 

〇 2 つ目の you が S（主語）、 use が V（動詞）、 a rice bowl が O（目的語）です。 

〇 When you eat meals は主語と動詞をふくむ節（副詞節）です。 

〇 you が S（主語）、 eat が V（動詞）、 meals が O（目的語）です。 

○ 「you use a rice bowl するのは、どんなときか」を説明しています。 
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〇 2 つ目の you が S（主語）、 use が V（動詞）、 a tea cup が O（目的語）です。 

〇 When you drink tea は主語と動詞をふくむ節（副詞節）です。 

〇 you が S（主語）、 drink が V（動詞）、 tea が O（目的語）です。 

○ 「you use a tea cup するのは、どんなときか」を説明しています。 

 

 

〇 These things が S（主語）、 are called が V（動詞）、 yakimono が C（補語）です。 

〇 These things = yakimono の関係です。 

 

 

〇 We が S（主語）、 make が V（動詞）、yakimono が O（目的語）です。 

〇 with clay は修飾語で副詞のはたらきです。 

「土で」という意味をもち、動詞 make の材料を説明しています。 
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〇 people が S（主語）、 can produce が V（動詞）、 stronger yakimono が O（目的

語）です。 

〇 now は副詞です。現在は頑丈な焼き物を作ることができるようになったことを示して

います。  

〇 Although the first products of yakimono in Japan were weak は主語と動詞をふくむ節

（副詞節）です。 

〇 the first products が S（主語）、 were が V（動詞）、 weak が C（補語）です。 

〇 the first products = weak の関係です。 

○ of yakimono は修飾語で形容詞のはたらきです。 the first products を説明しています。 

○ in Japan は修飾語で形容詞のはたらきです。 

 the first products of yakimono を説明しています。 

○ 「people can produce stronger yakimono now」に対して逆説の関係を示しています。 
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〇 Yakimono が S（主語）、 is called が V（動詞）、 setomono が C（補語）です。 

〇 Yakimono = setomono の関係です。 

〇 also は副詞です。動詞 is called を修飾し、他にも呼び名があることを示しています。 

〇 especially in the east area of Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「特に日本の東部地域で」という意味をもち、動詞 is called の場所を説明しています。 
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〇 People が S（主語）、 have loved が V（動詞）、 wearing jeans が O（目的語）です。 

※ wearing は動名詞 

〇 since they were created as workwear は主語と動詞をふくむ節（副詞節）です。 

they が S（主語）、 were created が V（動詞）です。 

〇 as workwear は修飾語で副詞のはたらきです。 

「作業着として」という意味をもち、動詞 were created の目的を説明しています。 
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〇 you が S（主語）、 know が V（動詞）、 there is a small pocket above the larger front 

pocket が O（目的語）です。 

※ there is 以下は名詞節、know の目的語 

〇 there is a small pocket above the larger front pocket は主語と動詞をふくむ節（名詞節）

です。 

a small pocket が S（主語）、 is が V（動詞）です。 

〇 above the larger front pocket は修飾語で副詞のはたらきです。 

「大きな前ポケットの上に」という意味をもち、動詞 is の場所を説明しています。 

 

 

〇 The  small  pocket が S（主語）、 was made が V（動詞）です。 

〇 originally は副詞です。「元々」という意味をもちます。 

〇 to hold a pocket watch は不定詞です。 

 「懐中時計を入れるために」という意味をもち、動詞 was made の目的を説明しています。 
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〇 この文は 2 つの節で構成され、and によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、people が S（主語）、 didn’t use が V（動詞）、 wristwatches が O（目

的語）です。  

〇 第 2 の節は、they が S（主語）、 used が V（動詞）、 pocket watches が O（目的

語）です。  

〇 usually は副詞です。 

「たいてい」という意味をもち、動詞 used の頻度を説明しています。 

〇 In the 1870s は修飾語で副詞のはたらきです。 

「1870 年代に」という意味をもち、動詞 didn’t use と used の時間を説明しています。 
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〇 Since wristwatches became popular は主語と動詞をふくむ節（副詞節）です。 

wristwatches が S（主語）、 became が V（動詞）、 popular が C（補語）です。 

〇 many people が S（主語）、 have not used が V（動詞）、 pocket watches が O（目

的語）です。  

 

 

〇 that small pocket が S（主語）、 has remained が V（動詞）です。 

〇 on jeans は修飾語で副詞のはたらきです。 

  「ジーンズの上に」という意味をもち、動詞 has remained の位置を説明しています。 

〇 since then は修飾語で副詞のはたらきです。 

  「そのとき以来」という意味をもち、動詞 has remained の期間を説明しています。 

〇 However は「しかしながら」という意味をもち、前の文との対比を示しています。 

                                          
                                        
                

                                    
                       

                                

                                           

                       
                  
                         

                         
                 
                         

                          
               

                                    



【Active Study G3 文構造解説】講座４ 現在完了 経験用法（p.33） 

 

 1 / 5 

 

 

〇 I が S（主語）、 am（’m） が V（動詞）、 Tomoki が C（補語）です。 

 

〇 you が S（主語）、Have been が V（動詞）です。 

〇 ever は副詞です。「これまでに」という意味をもちます。 

〇 to a hot spring は修飾語で副詞のはたらきです。 

「温泉へ」という意味をもち、動詞 have been の場所を説明しています。 

 

〇 many Japanese people が S（主語）、 consider が V（動詞）、 hot spring resorts が 

O（目的語）です。  

〇 Nowadays は副詞です。「この頃は」という意味をもちます。 

〇 consider hot spring resorts as tourist spots は「温泉リゾートを観光地だと思う」という

意味です。 
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〇 people が S（主語）、 stayed が V（動詞）です。  

〇 However は「しかしながら」という意味をもち、前後の文を対比的につなぐ役割をし

ます。 

〇 in the past は修飾語で副詞のはたらきです。 

「過去に」という意味をもち、文全体の時期を説明しています。 

〇 at hot spring は修飾語で副詞のはたらきです。 

「温泉で」という意味をもち、動詞 stayed の場所を説明しています。 

〇 to treat illness は修飾語で副詞のはたらきです。 

「治療するために」という意味をもち、動詞 stayed の目的を説明しています。 
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〇 They が S（主語）、 stayed が V（動詞）です。  

〇 usually は副詞です。「たいてい、通常」という意味をもち、動詞 stayed の頻度を説明

しています。 

〇 there は副詞です。「そこに」という意味をもち、動詞 stayed の場所を説明しています。 

〇 for more than a week は修飾語で副詞のはたらきです。 

「1 週間以上の間」という意味をもち、動詞 stayed の期間を説明しています。 
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〇 people が S（主語）、 started が V（動詞）、 to 以下「滞在すること」 が O（目的

語）です。 

〇 In the 19th century は修飾語で副詞のはたらきです。 

「19 世紀に」という意味をもち、文全体の時期を説明しています。 

〇 at popular hot springs は修飾語で副詞のはたらきです。 

「人気のある温泉で」という意味をもち、動詞 stay の場所を説明しています。 

〇 for a few days は修飾語で副詞のはたらきです。 

「数日間」という意味をもち、動詞 stay の期間を説明しています。 

〇 during their trip は修飾語で副詞のはたらきです。 

「旅行中に」という意味をもち、動詞 stay の期間を説明しています。 
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〇 この文は 2 つの節で構成され、but によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、I が S（主語）、 have been が V（動詞）です。 

〇 to hot springs は修飾語で副詞のはたらきです。 

「温泉へ」という意味をもち、動詞 have been の場所を説明しています。 

〇 many times は修飾語で副詞のはたらきです。 

「何度も」という意味をもち、動詞 have been の頻度を説明しています。 

〇 第 2 の節は、I が S（主語）、 have never stayed が V（動詞）です。 

〇 for more than a week は修飾語で副詞のはたらきです。 

「1 週間以上」という意味をもち、動詞 have never stayed の期間を説明しています。  
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〇 I が S（主語）、 am（ ’m） が V（動詞）、 Emily が C（補語）です。 

 

 

〇 I が S（主語）、 came が V（動詞）です。  

〇 to Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本に」という意味をもち、came の場所を説明しています。 

〇 half a year ago は修飾語で副詞のはたらきです。 

「半年前」という意味をもち、動詞 came の期間を説明しています。 

 

 

〇 I が S（主語）、 came が V（動詞）、 reading comic books が O（目的語）です。 

〇 since then は修飾語で副詞のはたらきです。 

「それ以来」という意味をもち、動詞 have loved の始点を説明しています。 
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〇 I が S（主語）、 have read が V（動詞）、 fifty comic books が O（目的語）です。  

〇 This month は修飾語で副詞のはたらきです。 

「今月」という意味をもち、文全体の時期を説明しています。 

 

 

〇 My friend, Yuto が S（主語）、 loves が V（動詞）、 comic books が O（目的語）です。 

〇 Yuto は同格の挿入句として My friend を具体的に説明しています。 

「私の友人であるユウト」という情報を付加しています。 

〇 also は副詞です。「～もまた」という意味をもちます。 
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〇 he が S（主語）、 lent が V（動詞）、 me が O（目的語）、 a new comic book が O

（目的語）です。  

〇 Yesterday は修飾語で副詞のはたらきです。「昨日」という意味をもち、文全体の時期

を説明しています。 

 

 

〇 I が S（主語）、 have received が V（動詞）、 a message が O（目的語）です。  

〇 Oh は感情や驚きを表す単語です。 

〇 just は副詞です。「ちょうど、たった今」という意味をもちます。 

〇 from him は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「彼から」という意味をもち、名詞 a message の送り主を説明しています。 
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〇 He says の発話を中心に、引用符内に 2 つの文で構成されています。 

〇 He が S（主語）、 says が V（動詞）です。  

〇 引用文 1 は、you が S（主語）、 Have finished が V（動詞）、 reading that comic 

books が O（目的語）です。 

〇 yet は副詞です。疑問文で、「もう～しましたか？」という意味をもちます。 

〇 引用文 2 は、I が S（主語）、 want が V（動詞）、 to 以下「話すこと」 が O（目的

語）です。 

〇 about the exciting story は修飾語で副詞のはたらきです。 

「わくわくする物語について」という意味をもち、動詞 talk を説明しています。 

〇 with you は修飾語で副詞のはたらきです。 

「あなたと一緒に」という意味をもち、動詞 talk を説明しています。 
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〇 I’ll answer の発話を中心に、引用符内に 2 つの文で構成されています。 

〇 引用文 1 は、 I が S（主語）、 haven’t read が V（動詞）、 it が O（目的語）です。 

〇 yet は副詞です。否定文で、「まだ～していない」という意味をもちます。 

〇 引用文 2 は、I が S（主語）、 am about to start が V（動詞）、 reading it が O（目的

語）です。 

〇 am about to は「～しようとしている」という意味をもちます。 

〇 just は副詞です。「ちょうど、たった今」という意味をもちます。 

                                      

       
                                      

          
                          

                                     
                   



【Active Study G3 文構造解説】講座６ 現在完了 現在完了進行形（p.49） 
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〇 you が S（主語）、 Do know が V（動詞）、 each typhoon has a name が O（目的

語）です。 

〇 each typhoon has a name は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

each typhoon が S（主語）、 has が V（動詞）、 a name が O（目的語）です。 

 

 

〇 Typhoons が S（主語）、 have been affecting が V（動詞）、 Asian countries が O

（目的語）です。 

〇 for many years は修飾語で副詞のはたらきです。 

「何年もの間」という意味をもち、動詞 have been affecting の期間を説明しています。 
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【Active Study G3 文構造解説】講座６ 現在完了 現在完了進行形（p.49） 
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〇 この文は 2 つの節で構成され、but によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、People が S（主語）、 used to use が V（動詞）、 English names が O

（目的語）です。 

〇 used to は助動詞のようにはたらき、「以前は～していた」という意味をもちます。 

〇 for typhoons は修飾語で副詞のはたらきです。 

「台風のための」という意味をもち、動詞 used to use の目的を説明しています。 

〇 before は副詞です。「以前は」という意味をもちます。 

〇 第 2 の節は、those names が S（主語）、 are related が V（動詞）です。 

〇 to Asia は修飾語で副詞のはたらきです。 

「アジアに関係している」という意味をもち、動詞 are related を説明しています。 

〇 now は副詞です。「今では」という意味をもち、現在の状況を説明しています。 
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〇 people が S（主語）、 have been using が V（動詞）、 Asian names が O（目的語）

です。 

〇 How long は「どれくらい長く」という意味をもち、期間をたずねています。 

 

 

〇 They が S（主語）、 have been using が V（動詞）、 such names が O（目的語）です。 

〇 since 2000 は修飾語で副詞のはたらきです。 

「2000 年から」という意味をもち、動詞 have been using の始点を説明しています。 
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〇 Japan が S（主語）、 suggests が V（動詞）、names が O（目的語）です。 

〇 to give to typhoons は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「台風に与えるための」という意味をもち、名詞 names の性質を説明しています。 

さらに、to typhoons は 修飾語として副詞のはたらきをし、何に対して give するかを

説明しています。 

〇 such as Koto or Yagi は names を補足的に説明しています。（同格） 

 

 

〇 These names が S（主語）、 come が V（動詞）です。 

〇 from the names of stars は修飾語で副詞のはたらきです。 

「星の名前から」という意味をもち、動詞 come の起源を説明しています。 

さらに、of stars は 修飾語として形容詞のはたらきをし、名詞 the names を説明して

います。 
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〇 I が S（主語）、 am（ ’m） が V（動詞）、 Yuka が C（補語）です。 

 

 

〇 この文は 2 つの節で構成され、and によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、My uncle が S（主語）、 lives が V（動詞）です。 

〇 in Kagoshima は修飾語で副詞のはたらきです。 

「鹿児島に」という意味をもち、動詞 lives の場所を説明しています。  

〇 第 2 の節は、he が S（主語）、 grows が V（動詞）、 bananas が O（目的語）です。 
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〇 この文は 2 つの節で構成され、and によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、I が S（主語）、 visited が V（動詞）、 him が O（目的語）です。 

〇 this summer は修飾語で副詞のはたらきです。 

「この夏に」という意味をもち、動詞 visited の時間を説明しています。 

〇 第 2 の節は、he が S（主語）、 taught が V（動詞）です。 

〇 taught のあとに、2 種類の O（目的語）が続いています。 

〇 me は「教えられた相手：誰（間接 O）」を示しています。 

〇 a lot of things は「教えられた内容：何（直接 O）」を示しています。 

〇 about bananas は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「バナナについて」という意味をもち、 a lot of things を説明しています。 
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〇 I が S（主語）、 buy が V（動詞）です。 

〇 buy のあとに、2種類の O（目的語）が続いています。 

〇 my family は 「買う相手：誰（間接 O）」を示しています。 

〇 bananas は「買うもの：何（直接 O）」を示しています。 

〇 often は副詞です。「よく（しばしば）」という意味をもち、動詞 buy の頻度を説明し

ています。 

〇 at a supermarket は修飾語で副詞のはたらきです。 

「スーパーマーケットで」という意味をもち、動詞 buy の場所を説明しています。 

 

 

〇 we が S（主語）、 find が V（動詞）、 some brown spots が O（目的語）です。 

〇 on the banana peel は修飾語で副詞のはたらきです。 

「バナナの皮の上に」という意味をもち、動詞 find の場所を説明しています。 

〇 A few days later は修飾語で副詞のはたらきです。 

「数日後に」という意味をもち、動詞 find の時間を説明しています。 
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〇 We が S（主語）、call が V（動詞）、 them が O（目的語）、 sugar spots が C（補

語）です。 

〇 them = sugar spots の関係です。 

sugar spots が them の名称を説明する補語になっています。 

 

 

〇 The spots が S（主語）、 show が V（動詞）、 that the bananas are very sweet が O

（目的語）です。 

〇 that the bananas are very sweet は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

〇 the bananas が S（主語）、 are が V（動詞）、 sweet が C（補語）です。 

〇 that は、名詞節を導く接続詞で「～ということ」という意味をもちます。（省略される

ことも多いです） 

〇 very は副詞です。形容詞 sweet を強調しています。 
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〇 We が S（主語）、 can say が V（動詞）、 sugar spots teach us the right time to eat 

them が O（目的語）です。 

〇 sugar spots teach us the right time to eat them は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

〇 sugar spots が S（主語）、 teach が V（動詞）です。 

teach のあとに、2 種類の O（目的語）が続いています。 

〇 us は「教えられる相手：誰（間接 O）」を示しています。 

〇 the right time は「教えられる内容：何（直接 O）」を示しています。 

〇 to eat them は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「それら（バナナ）を食べるための」という意味をもち、 the right time を説明してい

ます。 
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〇 この文は 2 つの節で構成され、and によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、My name が S（主語）、 is が V（動詞）、 Ayaka が C（補語）です。  

〇 第 2 の節は、I が S（主語）、 like が V（動詞）、 reading books が O（目的語）です。 

〇 reading books は「本を読むこと」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

 

 

〇 Reading books が S（主語）、makes が V（動詞）、 me が O（目的語）、very happy 

が C（補語）です。 

〇 Reading books は「本を読むこと」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 me = very happy の関係です。 

very happy が me の状態を説明する補語になっています。 
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〇 I が S（主語）、read が V（動詞）、 five books が O（目的語）です。 

〇 every month は修飾語で副詞のはたらきです。 

「毎月」という意味をもち、動詞 read の時間を説明しています。 

 

 

〇 My brother が S（主語）、likes が V（動詞）、 soccer が O（目的語）です。 

〇 reading books は「本を読むこと」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 also は副詞です。「～もまた」という意味をもち、追加情報を示しています。 

 

 

〇 He が S（主語）、reads が V（動詞）、 more than ten books が O（目的語）です。  

〇 every month は修飾語で副詞のはたらきです。 

「毎月」という意味をもち、動詞 reads の頻度を説明しています。 
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〇 この文は 2 つの節で構成され、but によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、He が S（主語）、 reads が V（動詞）、 books が O（目的語）です。  

〇 usually は副詞です。「たいてい（通常は）」という意味をもち、動詞 reads を修飾して

います。 

〇 from foreign countries は修飾語で形容詞のはたらきです。 books を説明しています。 

〇 第 2 の節は、He が S（主語）、 reads が V（動詞）、 Japanese books が O（目的

語）です。 

〇 usually は副詞です。「たいてい（通常は）」という意味をもち、動詞 read を修飾して

います。 

 

 

〇 My favorite book が S（主語）、is が V（動詞）、 Botchan が C（補語）です。 

〇 by Natsume Soseki は修飾語で形容詞のはたらきです。 Botchan を説明しています。 
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〇 My father が S（主語）、introduced が V（動詞）、 it が O（目的語）です。  

〇 to me は修飾語で副詞のはたらきです。 

「私に」という意味をもち、動詞 introduced の相手を説明しています。 

 

 

〇 この文は 2 つの節で構成され、but によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、The book が S（主語）、 is が V（動詞）、 difficult が C（補語）です。 

〇 a little は副詞句です。「少し」という意味をもち、形容詞 difficult を修飾しています。 

〇 第 2 の節は、it が S（主語）、 impresses が V（動詞）、 me が O（目的語）です。 

〇 very much は修飾語で副詞のはたらきです。 

「とても」という意味をもち、動詞 impresses の程度を説明しています。 
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〇 Many people が S（主語）、 like が V（動詞）、 to go fishing が O（目的語）です。 

〇 to go fishing は「釣りをすること」という意味で、名詞として扱っています。 

○ all over the world は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「世界中で」という意味をもち、Many people を修飾しています。

 

〇 to enjoy it が S（主語）、is が V（動詞）、 difficult が C（補語）です。 

〇 It は形式主語で、文の構造を整えるはたらきです。実際の意味をもちません。 

〇 to enjoy it は「それを楽しむこと」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 to enjoy it = difficult の関係です。 

difficult が 主語 to enjoy it の難易度を説明する補語になっています。 

〇 to enjoy it の it は、 to go fishing を指しています。 

〇 for Germans は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ドイツ人にとって」という意味をもち、形容詞 difficult を修飾しています。 

〇 However は副詞です。「しかしながら」という意味を持ち、前の文との対照的な関係を

強調しています。 
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〇 They が S（主語）、 have to get が V（動詞）、 a national license が O（目的語）です。 

〇 for it は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「それ（＝釣りをすること）のための」という意味をもち、 a national license を修飾し

ています。 

 

 

〇 this license が S（主語）、must be renewed が V（動詞）です。 

〇 every few years は修飾語で副詞のはたらきです。 

「数年ごとに」という意味をもち、動詞 be renewed の頻度を説明しています。 

〇 Also は副詞です。「また（さらに）」という意味を持ち、前の文の内容に情報を付け加える

役割をしています。 
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〇 The purpose が S（主語）、is が V（動詞）、 to protect the environment in Germany 

が C（補語）です。 

〇 to protect the environment in Germany は「ドイツの環境を守ること」という意味で、

名詞として扱っています。 

〇 The purpose = to protect the environment in Germany の関係です。 

to protect the environment in Germany が 主語 The purpose の内容を説明する補語に

なっています。 

〇 of this strict system は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「この厳しい制度の」という意味をもち、The purpose を修飾しています。 

〇 in Germany は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「ドイツの」という意味をもち、the environment を修飾しています。 
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〇 To fish が S（主語）、 can damage が V（動詞）、 the environment が O（目的語）です。 

○ without knowledge は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「知識なしに」という意味をもち、the environment を修飾しています。 

〇 To fish without knowledge は「知識なしに釣りをすること」という意味で、名詞とし

て扱っています。 

 

〇 the tests が S（主語）、are が V（動詞）、 about the knowledge と about 

environmental laws が C（補語）です。 

〇 not only ... but also ... は 「～だけでなく、～もまた」 という意味で、「試験の内容は

魚や釣りの知識だけでなく、環境の法律についても」含まれることを示しています。 

○ of fish and fishing は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「魚や釣りに関する知識」という意味をもち、the knowledge を修飾しています。 

〇 So は副詞です。 

「だから（その結果）」という意味を持ち、前の文と論理的につながることを示しています。 

                              
                        

                                 
                                       

                                             
            

                               



【Active Study G3 文構造解説】講座 10 不定詞 副詞的用法（p.81） 
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〇 Elephants が S（主語）、move が V（動詞）、 their ears が O（目的語）です。  

〇 to control their body temperature は「体温を調節するために」という意味で、副詞の

はたらきです。動詞 move の目的を説明しています。 

〇 sometimes は副詞です。「ときどき」という意味をもち、動詞 move の頻度を説明して

います。 
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〇 この文は 2 つの節で構成され、and によって結ばれています。 

〇 第 1 の節は、Their ears が S（主語）、 have が V（動詞）、 a rich network が O（目

的語）です。 

○ of blood vessels は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「血管の網（ネットワーク）」という意味をもち、 a rich network を修飾しています。 

〇 第 2 の節は、it が S（主語）、 helps が V（動詞）、 to cool the blood が O（目的

語）です。 

〇 to cool the blood は「血液を冷やすこと」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 it は、a rich network of blood vessels を指しています。 
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〇 この文は、主節 “they usually sweat or breathe a lot” と従属節 “When animals release 

body heat” の 2 つの部分からなる複文です。 

〇 主節は、they が S（主語）、sweat と breathe が V（動詞）です。 

〇 usually は副詞です。「たいてい」という意味をもち、動詞 sweat と breathe の頻度を

説明しています。 

〇 従属節は、animals が S（主語）、release が V（動詞）、 body heat が O（目的語）です。 

〇 when は、時間を表す接続詞で、「～するとき」という意味をもちます。（時間を表す副

詞節を導いています。） 
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〇 elephants’ noses が S（主語）、are が V（動詞）、 long が C（補語）です。 

○ too は副詞です。「あまりにも～すぎる」という意味で、形容詞 long を修飾しています。 

〇 to breathe well は「じょうずに呼吸する」という意味で、副詞のはたらきです。 

形容詞 long を修飾し、「呼吸するには長すぎる」「長すぎてじょうずに呼吸することが

できない」という意味です。 

〇 well は副詞です。「じょうずに」という意味をもち、動詞 breathe を修飾しています。 

 

 

〇 their ears が S（主語）、are が V（動詞）、 big enough が C（補語）です。 

〇 to cool their large bodies は「彼らの大きな体を冷やすのに」という意味で、副詞のは

たらきです。 big enough を修飾しています。 

〇 Luckily は副詞です。「幸いにも」という意味をもち、文全体を修飾しています。 
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〇 You が S（主語）、may be surprised が V（動詞）です。  

〇 to learn there is an important reason for that action は「その行動に対する重要な理由を

知って」という意味で、副詞のはたらきです。 

may be surprised を修飾しています。 

○ for that action は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「その行動に対する」という意味をもち、an important reason を修飾しています。 
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① When you have nothing to do, 

〇 you が S（主語）、 have が V（動詞）、 nothing が O（目的語）です。 

〇 to do は「するべき」という意味で、形容詞のはたらきです。 nothing を修飾してい

ます。 

〇 when は、時間を表す接続詞で、「～したとき」という意味をもちます。 

② it is good to watch movies.  

〇 to watch movies が S（主語）、 is が V（動詞）、 good が C（補語）です。 

〇 it は形式主語で、文の構造を整えるはたらきです。実際の意味をもちません。 

〇 to watch movies は「映画を見ること」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 to watch movies = good の関係です。 
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① If you want to enjoy watching movies with a big picture and good sound, 

〇 you が S（主語）、 want が V（動詞）、 to enjoy watching movies with a big picture 

and good sound が O（目的語）です。 

〇 to enjoy watching movies with a big picture and good sound は「大きな画面とよい音で

映画を見ることを楽しむこと」という意味で、名詞のはたらきです。 

〇 If は、条件を表す接続詞で、「もし～なら」という意味をもちます。 

② you should go to a movie theater. 

〇 you が S（主語）、should go が V（動詞）です。 

〇 to a movie theater は修飾語で副詞のはたらきです。 

「映画館へ」という意味をもち、動詞 go を修飾しています。 
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〇 It が S（主語）、is が V（動詞）、 very exciting が C（補語）です。 

〇 It = very exciting の関係です。この It は going to a movie theater を指しています。 

 

 

① If you don’t want to go to the theater, 

〇 you が S（主語）、 don’t want が V（動詞）、 to go to the theater が O（目的語）です。 

〇 to go to the theater は「映画館に行くこと」という意味で、名詞のはたらきです。 

〇 to the theater は修飾語で副詞のはたらきです。 

「映画館へ」という意味をもち、動詞 go を修飾しています。 

〇 If は、条件を表す接続詞で、「もし～なら」という意味をもちます。 

② you should use a video streaming service. 

〇 you が S（主語）、should use が V（動詞）、 a video streaming service が O（目的語）

です。 
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〇 You が S（主語）、can find が V（動詞）、 movies が O（目的語）です。 

〇 to watch は「見るための」という意味で、形容詞のはたらきです。 

movies を修飾しています。 

 

 

〇 You が S（主語）、can enjoy が V（動詞）、 watching them が O（目的語）です。 

〇 watching them は「それらを見ること」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

この them は前文の movies を指しています。 

〇 at home は修飾語で副詞のはたらきです。 

「どこで楽しむか」という場所を説明しています。 

〇 at any time は修飾語で副詞のはたらきです。 

「いつ楽しむか」という時を説明しています。 
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〇 Tom が S（主語）、is studying が V（動詞）、 Japanese が O（目的語）です。 

〇 at a college in Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本にある大学で」という意味をもち、動詞 is studying の場所を説明しています。 

○ in Japan は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「日本の」という意味をもち、a college を修飾しています。 
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〇 この文は、従属節 “When he doesn’t know something,” と主節 “people around him 

always tell him what to do” の 2 つの部分からなる複文です。 

① When he doesn’t know something, 

〇 when は、時間を表す接続詞で、「～するとき」という意味をもちます。 

〇 he が S（主語）、 doesn’t know が V（動詞）、 something が O（目的語）です。 

② people around him always tell him what to do 

〇 people が S（主語）、 tell が V（動詞）です。 

○ around him は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「彼のまわりの」という意味をもち、people を修飾しています。 

○ tell のあとに、2 種類の O（目的語）が続いています。 

○ him は 「伝えた相手：誰（間接 O）」を示しています。 

○ what to do は「伝えたこと：何（直接 O）」を示しています。 

「何をすべきか」という意味で、名詞として扱っています。 

○ always は副詞です。「いつも」という意味をもち、動詞 tell を修飾しています。 
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〇 He が S（主語）、 thinks が V（動詞）、 Japanese people are very kind が O（目的

語）です。 

〇 Japanese people are very kind は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

〇 Japanese people が S（主語）、 are が V（動詞）、 very kind が C（補語）です。 
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① Last Sunday, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「先週の日曜日」という意味をもち、文全体の時を表しています。 

② he went to the library next to his town by train alone. 

〇 he が S（主語）、 went が V（動詞）です。 

〇 to the library next to his town は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼の町の隣にある図書館へ」という意味をもち、動詞 went を修飾しています。 

○ next to his town は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「彼の町の隣にある」という意味をもち、the library を修飾しています。 

〇 by train は修飾語で副詞のはたらきです。 

「電車で」という意味をもち、動詞 went を修飾しています。 

○ alone は副詞です。「一人で」という意味をもち、動詞 went を修飾しています。 
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① On his way home, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼の帰る途中」という意味をもち、動詞 got lost を修飾しています。 

② he got lost. 

〇 he が S（主語）、 got が V（動詞）、 lost が C（補語）です。 
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① At that time, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。「その時」という意味をもち、動詞 talked を修飾して

います。 

② a Japanese woman talked to him, 

〇 a Japanese woman が S（主語）、 talked が V（動詞）です。 

〇 to him は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼に」という意味をもち、動詞 talked を修飾しています。 

③ “What’s wrong with you?” 

〇 What が S（主語）、 is（’s） が V（動詞）、 wrong が C（補語）です。 

〇 to him は修飾語で副詞のはたらきです。 

「あなたに関して」という意味をもち、形容詞 wrong を修飾しています。 
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〇 she が S（主語）、told が V（動詞）です。 

○ told のあとに、2 種類の O（目的語）が続いています。 

○ him は 「教えた相手：誰（間接 O）」を示しています。 

○ how to get to the station は「教えたこと：何（直接 O）」を示しています。 

「どのように駅へ行くか」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 to the station は修飾語で副詞のはたらきです。 

「駅へ」という意味をもち、動詞 get の場所を説明しています。 

                        

                            

                           

                                            
                               

                            
                              

                         



【Active Study G3 文構造解説】講座 13 want[tell, ask]＋人＋不定詞（p.105） 
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① Last weekend I visited my grandmother 

〇 I が S（主語）、 visited が V（動詞）、 my grandmother が O（目的語）です。 

〇 Last weekend は修飾語で副詞のはたらきです。「先週末に」という時を説明しています。 

② because I wanted her to teach cooking to me. 

〇 I が S（主語）、wanted が V（動詞）、 her が O（目的語）です。  

〇 to teach cooking は「料理を教えること」という意味で、名詞として扱っています。 

意味上の主語は her です。 

〇 to me は修飾語で副詞のはたらきです。 

「私に」という意味をもち、teach を修飾しています。 

〇 because は、前の文の理由を示すために使われています。 
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〇 I が S（主語）、 wanted が V（動詞）、 to make dinner for my mother on her birthday 

が O（目的語）です。 

〇 to make dinner for my mother on her birthday は「母の誕生日に彼女に夕食を作るこ

と」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 for my mother は修飾語で副詞のはたらきです。 

「母のために」という意味をもち、make を修飾しています。 

〇 on her birthday は修飾語で副詞のはたらきです。 

「母の誕生日に」という意味をもち、make を修飾しています。 
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① My grandmother said, 

〇 My grandmother が S（主語）、 said が V（動詞）です。 

② Kenta, your mother likes beef stew very much, 

〇 your mother が S（主語）、 likes が V（動詞）、 beef stew が O（目的語）です。 

〇 very much は修飾語で副詞のはたらきです。 

「とても」という意味をもち、likes を修飾しています。 

〇 Kenta は名前を呼びかけています。 

③ so you should cook it for her. 

〇 so は、2 つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという意味を表して

います。 

〇 you が S（主語）、 should cook が V（動詞）、 it が O（目的語）です。  

〇 it は beef stew を指しています。 

〇 for her は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼女（お母さん）のために」という意味をもち、teach を修飾しています。 
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〇 I が S（主語）、learned が V（動詞）、 how to cook it が O（目的語）です。 

〇 how to cook it は「どのようにそれを料理するか（＝作り方）」という意味で、名詞と

して扱っています。 

〇 from my grandmother は修飾語で副詞のはたらきです。 

「祖母から」という意味をもち、learned を修飾しています。 

 

 

〇 I が S（主語）、cooked が V（動詞）、it が O（目的語）です。 

〇 for her は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼女（お母さん）のために」という意味をもち、cooked を修飾しています。 

〇 On my mother’s birthday は修飾語で副詞のはたらきです。 

「母の誕生日に」という意味をもち、文全体の時を表しています。文の先頭に置くこと

で、 時の情報 を強調しています。 
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〇 She が S（主語）、was が V（動詞）、happy が C（補語）です。  

〇 to eat it は「それを食べて」という意味で、副詞のはたらきです。 

形容詞 happy を修飾しています。 

 

 

〇 I が S（主語）、 know が V（動詞）、 making dishes is a good way to thank someone 

が O（目的語）です。 

〇 making dishes is a good way to thank someone は主語と動詞をふくむ節（名詞節）で

す。 

〇 making dishes が S（主語）、 is が V（動詞）、 a good way が C（補語）です。 

〇 to thank someone は「誰かに感謝するための」という意味で、形容詞のはたらきです。 

a good way を修飾しています。 

〇 Now は副詞です。「今では」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

                                   

                                  
                 

               

                    
                                              

                                      
                  

                                              

                                   
                            

          
                          

                                   



【Active Study G3 文構造解説】講座 14 原形不定詞（p.113） 
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〇 My parents が S（主語）、run が V（動詞）、 a bakery が O（目的語）です。 

 

 

① I like their bread 

〇 I が S（主語）、 like が V（動詞）、 their bread が O（目的語）です。 

② and I am good at baking bread, too. 

〇 I が S（主語）、am が V（動詞）、 good が C（補語）です。  

〇 at baking bread は修飾語で副詞のはたらきです。 

「パンを焼くことにおいて」という意味をもち、good を修飾しています。 

〇 baking bread は「パンを焼くこと」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 too は副詞です。「～もまた」という意味をもち、文全体を修飾しています。 
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① One day, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。「ある日」という意味をもち、文全体の時を表しています。 

  文の先頭に置くことで、「ある日、～」という 時の情報 を強調しています。 

② they tried to produce a new kind of bread. 

〇 they が S（主語）、 tried が V（動詞）、 to produce a new kind of bread が O（目的

語）です。 

〇 to produce a new kind of bread は「新しい種類のパンをつくること」という意味で、名

詞のはたらきです。 

〇 of bread は修飾語で形容詞のはたらきです。a new kind を説明しています。 

 

 

〇 I が S（主語）、helped が V（動詞）、 them が O（目的語）です。 

〇 think of some good ideas は、目的語 them の動作を表しています。 
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① I like mangoes, 

〇 I が S（主語）、 like が V（動詞）、 mangoes が O（目的語）です。 

② so I suggested a “mango donut”. 

〇 so は、2 つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという意味を表して

います。 

〇 I が S（主語）、suggested が V（動詞）、 a “mango donut” が O（目的語）です。
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① At first, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。「最初は」という意味をもち、主に they didn’t like the 

idea を修飾しています。 

② they didn’t like the idea, 

〇 they が S（主語）、didn’t like が V（動詞）、the idea が O（目的語）です。 

③ but they tried it. 

〇 but は、前の文（they didn’t like the idea）と反対の内容を導いています。 

〇 they が S（主語）、 tried が V（動詞）、 it が O（目的語）です。 

 この it は、＝ the idea です。 
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① In fact, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。「実は」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

② it was delicious! 

〇 it が S（主語）、was が V（動詞）、 delicious が C（補語）です。 

it は前の文で述べられた mango donut を指しています。 

 

 

① I was glad 

〇 I が S（主語）、 was が V（動詞）、 glad が C（補語）です。 

② when I saw my parents enjoy eating it. 

〇 I が S（主語）、 saw が V（動詞）、 my parents が O（目的語）です。 

〇 enjoy eating it は、目的語 my parents の動作を表しています。（＝ I が見た内容） 

〇 eating it は「それを食べること」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 when は、時間を表す接続詞で、「～したとき」という意味をもちます。 

glad を修飾し、「いつ私はうれしかったか」を説明しています。 
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〇 I が S（主語）、 want が V（動詞）、 to be a baker like my parents in the future が O

（目的語）です。 

〇 to be a baker like my parents は「両親のようなパン職人になること」という意味で、名

詞のはたらきです。 

〇 like my parents は修飾語で形容詞のはたらきです。 a baker を説明しています。 

〇 in the future は修飾語で副詞のはたらきです。 

「将来」という意味をもち、動詞 want を修飾しています。 

                    
                                                     

                               
                        
          

                                
                

                             
                            

                       



【Active Study G3 文構造解説】講座 15 間接疑問文（p.121） 
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〇 John が S（主語）、is が V（動詞）、 a high school student が C（補語）です。 

〇 John = a high school student の関係です。 

 

 

① One Sunday morning, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「ある日曜の朝に」という意味をもち、went を修飾しています。 

② John went to the park with his father. 

〇 John が S（主語）、 went が V（動詞）です。 

〇 to the park は修飾語で副詞のはたらきです。 

「公園へ」という意味をもち、動詞 went の場所を説明しています。 

〇 with his father は修飾語で副詞のはたらきです。動詞 went を修飾しています。 
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〇 John’s father が S（主語）、found が V（動詞）、 a bird が O（目的語）です。 

〇 on a tree は修飾語で副詞のはたらきです。 

「木の上に」という意味をもち、動詞 found の場所を説明しています。 

 

 

〇 He が S（主語）、didn't know が V（動詞）、 what kind of bird it was が O（目的語）

です。 

〇 what kind of bird it was は、主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

it が S（主語）、 was が V（動詞）です。 

〇 「それは何という種類の鳥ですか」という意味をもち、 know の目的語になっていま

す。 
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〇 John が S（主語）、knew が V（動詞）です。 

〇 a lot は修飾語で副詞のはたらきです。 

「たくさん」という意味をもち、 knew の程度を説明しています。 

〇 about birds は修飾語で副詞のはたらきです。 

「鳥について」という意味をもち、動詞 knew を修飾しています。 

 

 

〇 He が S（主語）、told が V（動詞）、 its name が O（目的語）です。 

〇 to his father は修飾語で副詞のはたらきです。 

「父親に」という意味をもち、動詞 told を修飾しています。 
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〇 He が S（主語）、didn't know が V（動詞）、 what kind of bird it was が O（目的語）

です。  

〇 why John knew its name は、主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

John が S（主語）、 knew が V（動詞）、 its name が O（目的語）です。 

〇 「ジョンがなぜその名前を知っていたのですか」という意味をもち、 know の目的語

になっています。 

 

 

① So he said, 

〇 he が S（主語）、 said が V（動詞）です。 

〇 So は、2 つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという意味を表して

います。 

② Why do you know its name? 

〇 you が S（主語）、 （do ～） know が V（動詞）、 its name が O（目的語）です。 

 

                              

                           
                             

                                       
                                       

                                
                

                                

           
                       
                                  
          

                          
                           
                  



【Active Study G3 文構造解説】講座 15 間接疑問文（p.121） 

 

 5 / 5 

 

 

① John answered, 

〇 John が S（主語）、 answered が V（動詞）です。 

② I'm interested in birds. 

〇 I が S（主語）、 am が V（動詞）、interested が C（補語）です。 

〇 in birds は修飾語で副詞のはたらきです。 

「鳥に」という意味をもち、interested を修飾しています。 

③ So I often read books about them. 

〇 I が S（主語）、read が V（動詞）、books が O（目的語）です。 

〇 about them は修飾語で形容詞のはたらきです。 

books を説明しています。them は birds を指しています。 

〇 often は副詞です。「しばしば」という意味をもち、動詞 read を修飾しています。 

〇 So は、2 つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという意味を表して

います。 
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① In Japan, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本では」という意味をもち、動詞 ask を修飾しています。 

② some people ask friends’ blood types to know their personalities. 

〇 some people が S（主語）、 ask が V（動詞）、 friends’ blood types が O（目的語）です。 

〇 to know their personalities は「彼らの性格を知るために」という意味で、副詞のはた

らきです。動詞 ask の目的を説明しています。 

 

 

〇 It が S（主語）、 is が V（動詞）、 an interesting way が C（補語）です。 

It は to ask blood types（血液型を尋ねること）を指しています。 

〇 to know each other は「お互いを知るための」という意味で、形容詞のはたらきです。 

an interesting way を修飾しています。 

〇 isn't it? は付加疑問です。「ですよね？」という確認や共感を求める言い方です。 
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① Of course, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「もちろん」という意味をもち、主に動詞 know を修飾しています。 

② you know blood flows through blood vessels. 

〇 you が S（主語）、 know が V（動詞）、 blood flows through blood vessels が O（目的

語）です。  

〇 blood flows through blood vessels は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

〇 blood が S（主語）、 flows が V（動詞）です。 

〇 through blood vessels は修飾語で副詞のはたらきです。 

「血管を通って」という意味をもち、動詞 flows を修飾しています。 

  

           
               
                                

                                            
                      
                                           

                                                     
                           
                                     
                                 

                              



【Active Study G3 文構造解説】講座 16 否定疑問文・付加疑問文・感嘆文（p.129） 

 

 3 / 5 

 

 

① Then, 

〇 副詞です。「それでは」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

② do you know how long the total length of all blood vessels is? 

〇 you が S（主語）、（do ～） know が V（動詞）、 how long the total length of all blood 

vessels is が O（目的語）です。 

〇 how long the total length of all blood vessels is は、主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

the total length of all blood vessels が S（主語）、 is が V（動詞）です。 

〇 of all blood vessels は修飾語で形容詞のはたらきです。 

  the total length を説明しています。 

〇 「血管全体の長さはどれくらいですか？」という意味をもち、know の目的語になって

います。 
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〇 It が S（主語）、 is が V（動詞）、 enough が C（補語）です。 

〇 to circle the Earth は「地球を回るのに」という意味で、副詞のはたらきです。 

 enough を修飾しています。 

〇 two and a half times は修飾語で副詞のはたらきです。 

「2 周半」という意味をもち、動詞 circle を修飾しています。 

 

 

〇 it が S（主語）、 is が V（動詞）、 How long が C（補語）です。 

※ 語順を倒置することで強調されています。（感嘆表現） 

  

                                  

                                  
                         

                                
                               

                     

                                   

                          

           



【Active Study G3 文構造解説】講座 16 否定疑問文・付加疑問文・感嘆文（p.129） 

 

 5 / 5 

 

 

〇 you が S（主語）、（Didn't ～） learn が V（動詞）、 one surprising fact が O（目的

語）です。 

〇 of our body は修飾語で形容詞のはたらきです。 one surprising fact（一つの驚くべき

事実）を説明しています。 

※ 確認の気持ちをこめた聞き方 
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〇 you が S（主語）、（do ～） like が V（動詞）、 What to do in your free time が O

（目的語）です。 

〇 in your free time は修飾語で副詞のはたらきです。 

「自由な時間に」という意味をもち、 do を修飾しています。 

 

 

〇 I が S（主語）、 like が V（動詞）、 reading books がO（目的語）です。 

〇 very much は修飾語で副詞のはたらきです。 

「とても/非常に」という意味をもち、like を修飾しています。 
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〇 I が S（主語）、 think が V（動詞）、 I can get a lot from books が O（目的語）です。 

〇 I can get a lot from books は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

〇 I が S（主語）、 can get が V（動詞）、 a lot が O（目的語）です。 

〇 from books は修飾語で副詞のはたらきです。 

「本から」という意味をもち、動詞 get を修飾しています。 

 

 

〇 I が S（主語）、 read が V（動詞）、 books が O（目的語）です。 

〇 for more than two hours は修飾語で副詞のはたらきです。 

「２時間以上」という意味をもち、 read を修飾しています。 

〇 almost every day は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ほとんど毎日」という意味をもち、 read を修飾しています。 
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〇 I が S（主語）、 like が V（動詞）、 The Adventures of Tom Sawyer が O（目的語）

です。 

〇 the best は修飾語で副詞のはたらきです。 

「いちばん」という意味をもち、like を修飾しています。 

 

 

〇 It が S（主語）、 is が V（動詞）、 a story が C（補語）です。 

〇 about a boy trying to do exciting things with his friends は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「友達とわくわくするようなことをしようとする少年についての」という意味をもち、 

a story を説明しています。 

〇 trying to do exciting things with his friends は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「友達とわくわくするようなことをしようとする」という意味をもち、 a boy を説明し

ています。 

〇 with his friends は修飾語で副詞のはたらきです。 trying to do を修飾しています。 
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① I've read this book many times 

〇 I が S（主語）、 have read が V（動詞）、 this book が O（目的語）です。 

〇 many times は修飾語で副詞のはたらきです。 

「何度も」という意味をもち、 read を修飾しています。 

② because it really makes me happy. 

〇 it が S（主語）、 makes が V（動詞）、 me が O（目的語）、 happy が C（補語）です。 

〇 me = happy の関係です。 

〇 really は副詞です。「本当に」という意味をもち、動詞 makes を修飾しています。 

〇 because は、前の文の理由を示すために使われています。 
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〇 I が S（主語）、 want が V（動詞）、 a lot of people が O（目的語）です。  

〇 to read The Adventures of Tom Sawyer は「『トム・ソーヤーの冒険』を読むこと」と

いう意味で、名詞として扱っています。 

意味上の主語は、 a lot of people です。 
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〇 I が S（主語）、 bring が V（動詞）、 a picture が O（目的語）です。 

〇 of my dog named Nana は修飾語で形容詞のはたらきです。a picture を説明しています。 

○ named Nana は修飾語で形容詞のはたらきです。 

「ナナと名づけられた」という意味をもち、my dog を説明しています。 

〇 with me は修飾語で副詞のはたらきです。 

「私と一緒に」という意味をもち、動詞 bring を修飾しています。 

〇 always は副詞です。「いつも」という意味をもち、動詞 bring を修飾しています。 

 

 

〇 She が S（主語）、 lives が V（動詞）です。 

○ with my parents は修飾語で副詞のはたらきです。 

「両親と一緒に」という意味をもち、動詞 lives を修飾しています。 

〇 in Hokkaido は修飾語で副詞のはたらきです。 

「北海道に」という意味をもち、動詞 lives を修飾しています。 
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① Now I am in America to study English, 

〇 I が S（主語）、 am が V（動詞）です。 

〇 in America は修飾語で副詞のはたらきです。 

「アメリカに」という意味をもち、am の場所を説明しています。 

〇 to study English は「英語を勉強するために」という意味で、副詞のはたらきです。 

動詞 am の目的を説明しています。 

〇 Now は副詞です。「今」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

② so I miss her so much. 

〇 I が S（主語）、miss が V（動詞）、her が O（目的語）です。 （ her ＝ Nana ） 

〇 so much は修飾語で副詞のはたらきです。 

「たくさん」という意味をもち、miss の程度を説明しています。 

〇 so は、2 つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという意味を表して

います。 
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〇 Nana が S（主語）、 is が V（動詞）、 seven years old が C（補語）です。 

〇 now は副詞です。「今」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

 

 

〇 She が S（主語）、 came が V（動詞）です。 

○ to our house は修飾語で副詞のはたらきです。 

「私たちの家に」という意味をもち、動詞 came を修飾しています。 

〇 six years ago は修飾語で副詞のはたらきです。 

「6 年前に」という意味をもち、動詞 came を修飾しています。 
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① When we had snow, 

〇 we が S（主語）、 had が V（動詞）、 snow が O（目的語）です。 

② we enjoyed running the road covered with snow. 

〇 we が S（主語）、 enjoyed が V（動詞）、 running the road covered with snow が O

（目的語）です。 

〇 running the road covered with snow は「雪で覆われた道を走ること」という意味で、

動作を名詞として扱っています。 

〇 covered with snow は修飾語で形容詞のはたらきです。 the road を説明しています。 

〇 with snow は修飾語で副詞のはたらきです。 
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〇 I が S（主語）、 find が V（動詞）、a dog が O（目的語）です。 

〇 running with his or her owner は修飾語で形容詞のはたらきです。 

 a dog を説明しています。 

〇 with his or her owner は修飾語で副詞のはたらきです。 

「飼い主と一緒に」という意味をもち、動詞 running を修飾しています。 

〇 in America は修飾語で副詞のはたらきです。 

「アメリカで」という意味をもち、動詞 find を修飾しています。 

〇 sometimes は副詞です。動詞 find を修飾しています。 

 

 

〇 I が S（主語）、 remember が V（動詞）、 Nana が O（目的語）です。 

〇 always は副詞です。「いつも」という意味をもち、動詞 remember を修飾しています。 

〇 then は副詞です。「そのとき」という意味をもち、動詞 remember を修飾しています。 
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① In the early Meiji period, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「明治時代初期に」という意味をもち、主に came を修飾しています。 

② many Western people came to Japan. 

〇 many Western people が S（主語）、 came が V（動詞）です。  

〇 to Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本に」という意味をもち、came を修飾しています。 

  

                           

                           
               
                                 

                                   
                                        
                        
                           

prof501
ライン

prof501
ライン



【Active Study G3 文構造解説】講座 19 主格の関係代名詞（p.153） 

 

 2 / 5 

 

 

① However, 

〇 副詞です。「しかし」という意味をもち、文全体を修飾し、前文との対比を示しています。 

② people who entered Japanese houses without taking off their shoes caused trouble for the 

Japanese. 

〇 people が S（主語）、 caused が V（動詞）、 trouble が O（目的語）です。  

〇 who entered Japanese houses without taking off their shoes は主語と動詞をふくむ節です。 

「靴を脱がずに日本の家屋に入った」という意味をもち、 people を修飾しています。 

〇 who が S（主語）、 entered が V（動詞）、 Japanese houses が O（目的語）です。 

〇 without taking off their shoes は修飾語で副詞のはたらきです。 

「靴を脱がずに」という意味をもち、動詞 entered を修飾しています。 

〇 taking off their shoes は「靴を脱ぐこと」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 for the Japanese は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本人にとって」という意味をもち、caused を修飾しています。 
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〇 Tokuno Risaburo が S（主語）、 was が V（動詞）、 a man が C（補語）です。 

〇 who solved this problem then は主語と動詞をふくむ節です。 

「そのときにこの問題を解決した」という意味をもち、 a man を修飾しています。 

〇 who が S（主語）、 solved が V（動詞）、 this problem が O（目的語）です。 

〇 then は副詞です。「そのとき」という意味をもち、動詞 solved を修飾しています。 

 

 

〇 He が S（主語）、 invented が V（動詞）、 slippers が O（目的語）です。 

〇 He ＝ Tokuno Risaburo を指しています。 
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〇 Slippers が S（主語）、 are が V（動詞）、 the shoes が C（補語）です。 

〇 which are worn indoors は主語と動詞をふくむ節です。 

「室内で履かれる」という意味をもち、 the shoes を修飾しています。 

〇 which が S（主語）、 are worn が V（動詞）です。 

〇 indoors は副詞です。「室内で」という意味をもち、 are worn を修飾しています。 

 

 

① At first, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「最初は」という意味をもち、主に wore を修飾しています。 

② people wore them over their shoes. 

〇 people が S（主語）、 wore が V（動詞）、 them が O（目的語）です。 

〇 them は slippers を指しています。 

〇 over their shoes は修飾語で副詞のはたらきです。 

「靴の上に」という意味をもち、wore を修飾しています。 
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〇 They が S（主語）、 spread が V（動詞）です。 

〇 They は slippers を指しています。 

〇 throughout Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本中に」という意味をもち、 spread を修飾しています。 

 

 

〇 Slippers が S（主語）、 are が V（動詞）、 one が C（補語）です。 

〇 of the greatest inventions that were born in Japan は修飾語で形容詞のはたらきです。 

one を説明しています。 

〇 that were born in Japan は主語と動詞をふくむ節です。 

「日本で生まれ」という意味をもち、 inventions を修飾しています。 

〇 that が S（主語）、 were born が V（動詞）です。 

〇 in Japan は修飾語で副詞のはたらきです。 

「日本で」という意味をもち、 were born を修飾しています。 
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〇 Colds が S（主語）、 are caused が V（動詞）です。 

〇 by viruses は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ウイルスによって」という意味をもち、動詞 are caused を修飾しています。 

〇 basically は副詞です。「基本的に」という意味をもち、動詞 are caused を修飾してい

ます。 

 

 

〇 A cold が S（主語）、 comes が V（動詞）です。 

〇 from another person with the virus は修飾語で副詞のはたらきです。 

「ウイルスをもつ他人から」という意味をもち、動詞 comes を修飾しています。 

〇 with the virus は修飾語で形容詞のはたらきです。 another person を説明しています。 

〇 always は副詞です。「いつも」という意味をもち、動詞 comes を修飾しています。 
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① If you catch a cold, 

〇 you が S（主語）、 catch が V（動詞）、 a cold が O（目的語）です。 

〇 If は、条件を表す接続詞で、「もし〜なら」という意味をもちます。 

② you should be careful not to spread it. 

〇 you が S（主語）、 should be が V（動詞）、 careful が C（補語）です。 

〇 not to spread it は「それをうつさないようにするために」という意味で、副詞のはた

らきです。 careful を修飾しています。 

〇 it は a cold を指しています。 
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〇 命令文です。 

〇 Do not sneeze or cough が V（動詞）です。 

〇 onto other people は修飾語で副詞のはたらきです。 

「他の人に向かって」という意味をもち、 sneeze / cough を修飾しています。 

〇 into the air は修飾語で副詞のはたらきです。 

「空気中に」という意味をもち、 sneeze / cough を修飾しています。 

〇 into your hands は修飾語で副詞のはたらきです。 

「自分の手の中に」という意味をもち、 sneeze / cough を修飾しています。 

  

                                         

       
                                

                                 
                                          

                            
                                      

                               
                                         



【Active Study G3 文構造解説】講座 20 目的格の関係代名詞（p.161） 

 

 4 / 5 

 

 

① If your hands have the virus on them, 

〇 your hands が S（主語）、 have が V（動詞）、 the virus が O（目的語）です。 

〇 on them は修飾語で副詞のはたらきです。 

「手に」という意味をもち、動詞 have を修飾しています。 

〇 If は、条件を表す接続詞で、「もし〜なら」という意味をもちます。 

② you will leave it on everything that you touch. 

〇 you が S（主語）、 will leave が V（動詞）、 it が O（目的語）です。 

〇 on everything that you touch は修飾語で副詞のはたらきです。 

「あなたが触れるすべてのものに」という意味をもち、動詞 leave を修飾しています。 

〇 that you touch は主語と動詞をふくむ節です。 

「あなたが触れる」という意味をもち、everything を修飾しています。 

〇 you が S（主語）、 touch が V（動詞）、 that が O（目的語）です。 
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〇 命令文です。 

〇 Try が V（動詞）、to sneeze or cough into a tissue that you throw away が O（目的語）

です。 

〇 to sneeze or cough into a tissue that you throw away は「くしゃみやせきを、捨てるテ

ィッシュにすること」という意味で、名詞として扱っています。 

〇 into a tissue that you throw away は修飾語で副詞のはたらきです。 

「捨てるティッシュに向かって」という意味をもち、 sneeze / cough を修飾しています。 

〇 that you throw away は主語と動詞をふくむ節です。 

「あなたが捨てる」という意味をもち、 tissue を修飾しています。 

you が S（主語）、 throw away が V（動詞）、 that が O（目的語）です。 
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〇 Lorenz が S（主語）、 was が V（動詞）、 a boy が C（補語）です。 

〇 whose hobby was studying animals は主語と動詞をふくむ節です。 

「動物の研究が趣味の」という意味をもち、 a boy を修飾しています。 

〇 whose hobby が S（主語）、 was が V（動詞）、 studying animals が C（補語）です。 

〇 studying animals は「動物を研究すること」という意味で、動作を名詞として扱ってい

ます。 

 

① Even after he became an adult, 

〇 he が S（主語）、 became が V（動詞）、 an adult が C（補語）です。 

〇 to do は「するべき」という意味で、形容詞のはたらきです。 nothing を修飾しています。 

〇 Even after は、「〜した後でさえ」という意味をもちます。 

② he kept studying animals. 

〇 he が S（主語）、 kept が V（動詞）、 studying animals が O（目的語）です。 

〇 studying animals は「動物を研究すること」という意味で、動作を名詞として扱ってい

ます。 
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〇 The research が S（主語）、 was が V（動詞）、“animal imprinting” が C（補語）です。 

〇 he worked hard on は主語と動詞をふくむ節です。 

「彼が一生懸命取り組んだ」という意味をもち、 The research を修飾しています。 

〇 he が S（主語）、 worked on が V（動詞）です。 

〇 hard は副詞です。「一生懸命」という意味をもち、動詞 worked を修飾しています。 

 

 

〇 It が S（主語）、 is が V（動詞）、 one form が C（補語）です。 

〇 of animal learning は修飾語で形容詞のはたらきです。 one form を説明しています。 
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〇 Actually は副詞です。「実は」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

〇 birds が S（主語）、 think of が V（動詞）、 the first thing が O（目的語）です。 

〇 as their own parents は think of A as B の B にあたります。 

「自分の親として」という意味で、 the first thing をどう考えているかを説明しています。 

〇 they see when they’re born は主語と動詞をふくむ節です。 

「生まれたときに見る」という意味をもち、 the first thing を修飾しています。 

they が S（主語）、 see が V（動詞）です。 

〇 when they’re born は主語と動詞をふくむ節です。 

「生まれたときに」という意味をもち、動詞 see を修飾しています。 

they が S（主語）、 are born が V（動詞）です。 
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① One day, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「ある日」という意味をもち、主に 動詞 hatched を修飾しています。 

② Lorenz's birds hatched. 

〇 Lorenz's birds が S（主語）、 hatched が V（動詞）です。 

 

 

〇 one が S（主語）、 followed が V（動詞）、 Lorenz が O（目的語）です。 

〇 of them は修飾語で形容詞のはたらきです。 one を説明しています。 

〇 not its parent は「（本当の）親ではなく」という意味で、「ローレンツに（ついて行っ

た）」という意味を明確にしています。 
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〇 Lorenz が S（主語）、 was が V（動詞）、 the man が C（補語）です。 

〇 whom the chick saw for the first time は主語と動詞をふくむ節です。 

「ひな鳥が初めて見た」という意味をもち、 the man を修飾しています。 

〇 the chick が S（主語）、 saw が V（動詞）、 whom が O（目的語）です。 

〇 for the first time は修飾語で副詞のはたらきです。 

「初めて、最初に」という意味をもち、動詞 saw を修飾しています。 

 

 

〇 That が S（主語）、 was が V（動詞）、 the incident が C（補語）です。 

〇 at which he was surprised は主語と動詞をふくむ節です。 

「彼が驚いた」という意味をもち、 the incident を修飾しています。 

〇 he が S（主語）、 was surprised が V（動詞）です。 

                                        

                                                    
                    
                

                           
              

                                  
                                

                         

                                           

                                        
                
                     

                                

               



【Active Study G3 文構造解説】講座 22 仮定法 If ～、 I wish ～（p.177） 
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〇 I が S（主語）、 am が V（動詞）、 Sana が C（補語）です。 

〇 I = Sana の関係です。 
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① I like summer, 

〇 I が S（主語）、 like が V（動詞）、 summer が O（目的語）です。 

② but there is one thing I don’t like 

〇 one thing が S（主語）、 is が V（動詞）です。 

〇 I don’t like は主語と動詞をふくむ節です。 

「好きではない」という意味をもち、one thing を修飾しています。 

〇 I が S（主語）、 don’t like が V（動詞）です。 

〇 but は、前の文（ I like summer ）と反対の内容を導いています。 

③ ：being bitten by mosquitoes. 

〇 being bitten by mosquitoes は「蚊に刺されること」という意味で、動作を名詞として

扱っています。 

〇 by mosquitoes は修飾語で副詞のはたらきです。 

「蚊によって」という意味をもち、being bitten を修飾しています。 

〇 コロン（:）は「具体的な説明・言い換え」を導きます。 
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① Sometimes, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。 

「ときどき」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

② I wish I lived in a world without mosquitoes. 

〇 I が S（主語）、 wish が V（動詞）、 I lived in a world without mosquitoes が O（目的

語）です。  

〇 I lived in a world without mosquitoes は、主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

〇 I が S（主語）、live が V（動詞）です。 

〇 in a world without mosquitoes は修飾語で副詞のはたらきです。 

「蚊のいない世界に」という意味をもち、動詞 lived の場所を説明しています。 

〇 without mosquitoes は修飾語で形容詞のはたらきです。 a world を説明しています。 
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① However, 

〇 副詞です。「しかし」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

② mosquitoes play a very important role to make chocolate. 

〇 mosquitoes が S（主語）、play が V（動詞）、 a very important role が O（目的語）です。 

〇 to make chocolate は「チョコレートを作るために」という意味で、副詞のはたらきです。 

動詞 play の目的を説明しています。 

 

 

〇 Chocolate が S（主語）、 is made が V（動詞）です。 

〇 from cacao は修飾語で副詞のはたらきです。 

「カカオから」という意味をもち、 is made を修飾、何から作られているか（原材料）

を説明しています。 
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〇 Mosquitoes が S（主語）、 are が V（動詞）、 essential が C（補語）です。 

〇 Mosquitoes = essential の関係です。 

〇 for pollinating cacao plants は修飾語で副詞のはたらきです。 

「カカオの受粉にとって」という意味をもち、essential を修飾しています。 

〇 pollinating cacao plants は「カカオ植物に受粉すること」という意味で、動作を名詞と

して扱っています。 

 

① Cacao flowers are very small, 

〇 Cacao flowers が S（主語）、 are が V（動詞）、small が C（補語）です。 

〇 very は副詞です。 small を修飾しています。 

② so only mosquitoes can pollinate them. 

〇 only mosquitoes が S（主語）、 can pollinate が V（動詞）、 them が O（目的語）です。 

〇 so は、2 つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという意味を表して

います。 

  ：「花が小さい」→「蚊だけが受粉できる」 
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 6 / 6 

 

 

① If there were no mosquitoes in the world, 

〇 no mosquitoes が S（主語）、 were が V（動詞）です。 

〇 in the world は修飾語で副詞のはたらきです。 

「世界に」という意味をもち、動詞 were の場所を説明しています。 

② we couldn’t enjoy eating chocolate. 

〇 we が S（主語）、 couldn’t enjoy が V（動詞）、 eating chocolate が O（目的語）です。 

〇 eating chocolate は「チョコレートを食べること」という意味で、動作を名詞として扱

っています。 

                                           

                                          
                                  
                            

                                

                                    
                               

                          
                                       

               



【Active Study G3 文構造解説】講座 23 接続詞（p.185） 
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〇 you が S（主語）、（Have ～） seen が V（動詞）、 signs が O（目的語）です。 

〇 with simple pictures designed to make information easy to understand for everyone は修

飾語で形容詞のはたらきです。 signs を説明しています。 

〇 designed to make information easy to understand for everyone は修飾語で形容詞のはた

らきです。 simple pictures を説明しています。 

〇 to make information easy to understand for everyone は「誰にとっても情報をわかりや

すい状態にするために」という意味で、副詞のはたらきです。 

designed の目的を説明しています。 

〇 for everyone は修飾語で副詞のはたらきです。 

「みんなにとって」という意味をもち、understand を修飾しています。 

 

 

〇 These pictures が S（主語）、 are called が V（動詞）、 pictograms が C（補語）です。 
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① They are useful 

〇 They が S（主語）、 are が V（動詞）、 useful が C（補語）です。 

② because people can understand them easily. 

〇 people が S（主語）、 can understand が V（動詞）、 them がO（目的語）です。  

〇 easily は副詞です。「簡単に」という意味をもち、動詞 understand を修飾しています。 

〇 because は、前の文の理由を示すために使われています。 

 

 

① When pictograms are used on a sign, 

〇 pictograms が S（主語）、 are used が V（動詞）です。 

〇 on a sign は修飾語で副詞のはたらきです。 

「標識で」という意味をもち、 used を修飾しています。 

〇 When は、時間を表す接続詞で、「～するとき」という意味をもちます。 

② colors are important. 

〇 colors が S（主語）、 are が V（動詞）、 important が C（補語）です。 

〇 colors = important の関係です。 
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① For example, 

〇 修飾語で副詞のはたらきです。「たとえば」という意味をもち、文全体を修飾しています。 

② green, the opposite color of red, is used for emergency exit signs. 

〇 green が S（主語）、 is used が V（動詞）です。 

〇 the opposite color of red は green を説明する同格表現です。 

〇 of red は修飾語で形容詞のはたらきです。 the opposite color を説明しています。 

 

① If a fire occurs, 

〇 a fire が S（主語）、 occurs が V（動詞）です。 

〇 If は、条件を表す接続詞で、「もし～なら」という意味をもちます。 

② green is easy to see. 

〇 green が S（主語）、 is が V（動詞）、 easy が C（補語）です。 

〇 green = easy の関係です。 

〇 to see は「見るのが」という意味で、副詞のはたらきです。形容詞 easy を修飾してい

ます。 
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① When you put these opposite colors together, 

〇 you が S（主語）、 put が V（動詞）、 these opposite colors が O（目的語）です。 

〇 together は副詞です。「一緒に」という意味をもち、動詞 put を修飾しています。 

〇 when は、時間を表す接続詞で、「～したとき」という意味をもちます。 

② they make each other brighter. 

〇 they が S（主語）、 make が V（動詞）、 each other が O（目的語）、brighter が C

（補語）です。 

〇 each other = brighter の関係です。 
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〇 We が S（主語）、 know が V（動詞）、 moss is a small plant that grows (on wet things 

like stones on the ground が O（目的語）です。 

〇 moss が S（主語）、 is が V（動詞）、 a small plant が C（補語）です。 

〇 that grows on wet things like stones on the ground は主語と動詞をふくむ節です。 

「地面にある石のように湿ったものに生える」という意味をもち、a small plant を修飾

しています。 

〇 that が S（主語）、grows が V（動詞）です。 

〇 on wet things like stones on the ground は修飾語で副詞のはたらきです。 

「地面にある石のように湿ったものの上に」という意味をもち、 grows を修飾しています。 

〇 like stones on the ground は修飾語で形容詞のはたらきです。 

   wet things を説明しています。 

〇 on the ground は修飾語で形容詞のはたらきです。 stones を説明しています。 
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〇 Plants が S（主語）、 cannot grow が V（動詞）です。 

〇 on a stone that is always moving は修飾語で副詞のはたらきです。 

「いつも動いている石の上で」という意味をもち、 grow を修飾しています。 

〇 that is always moving は主語と動詞をふくむ節です。 

「いつも動いている」という意味をもち、a stone を修飾しています。 

〇 that が S（主語）、 is moving が V（動詞）です。 

〇 always は副詞です。「いつも」という意味をもち、動詞 is moving を修飾しています。 
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① A stone is like life, 

〇 A stone が S（主語）、 is が V（動詞）、 like life が C（補語）です。 

② and the moss is like success. 

〇 the moss が S（主語）、 is が V（動詞）、 like success が C（補語）です。 

 

 

① So in some countries, 

〇 so は、2 つの文をつなぎ、前の内容を受けて、その結果こうなるという意味を表して

います。 

〇 in some countries は修飾語で副詞のはたらきです。 

「いくつかの国では」という意味をもち、動詞 say を修飾しています。 

② they say, 

〇 they が S（主語）、 say が V（動詞）です。 

③ “A rolling stone gathers no moss.” 

〇 A rolling stone が S（主語）、 gathers が V（動詞）、 no moss が O（目的語）です。 
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① It means if ... money. 

〇 It が S（主語）、 means が V（動詞）、 if ... money が O（目的語）です。 

〇 if ... money は、主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

〇 「長期間、１か所にとどまることをせず、仕事を変えたり、引っ越したりする人は、も

のごとをうまくやり遂げたり、大金を稼いだりすることは難しい」という意味をもち、

means の目的語になっています。 

② if a person changes jobs or moves without staying at one place for a long time, 

〇 a person が S（主語）、 changes が 1 つ目の V（動詞）、 jobs が O（目的語）です。 

〇 moves が 2 つ目の V（動詞）で、主語は a person です。 

〇 without staying at one place for a long time は修飾語で副詞のはたらきです。 

「長期間、１か所にとどまることをせず」という意味をもち、動詞 changes と moves 

を修飾しています。 
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〇 staying at one place for a long time は「長期間、１か所にとどまること」という意味

で、動作を名詞として扱っています。 

〇 at one place は修飾語で副詞のはたらきです。 

「１か所に」という意味をもち、staying を修飾しています。 

〇 for a long time は修飾語で副詞のはたらきです。 

「長期間」という意味をもち、staying を修飾しています。 

③ it will be difficult for him or her to do things well or get much money. 

〇 to do things well or get much money が S（主語）、 will be が V（動詞）、 difficult が

C（補語）です。 

〇 to do things well or get much money は「ものごとをうまくやり遂げたり、大金を稼い

だりすること」という意味で、動作を名詞として扱っています。 

〇 for him or her は修飾語で副詞のはたらきです。 

「彼または彼女にとって（＝その人にとって）」という意味をもち、 difficult を修飾し

ています。 
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〇 I が S（主語）、 am が V（動詞）、 Yumi が C（補語）です。 

〇 I = Yumi の関係です。 

 

 

〇 My junior high school が S（主語）、gives が V（動詞）です。 

○ gives のあとに、2 種類の O（目的語）が続いています。 

〇 students は 「与えられた人：誰（間接 O）」を示しています。 

〇 a chance は「与えられたもの：何（直接 O）」を示しています。 

〇 to do volunteer activities は修飾語で形容詞のはたらきです。 a chance を説明しています。 

○ every year は修飾語で副詞のはたらきです。 

「毎年」という意味をもち、動詞 gives の頻度を説明しています。 
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① Some visit kindergartens and play (with younger children, 

〇 Some が S（主語）、 visit が 1 つ目の V（動詞）、 kindergartens が O（目的語）です。 

〇 play が 2 つ目の V（動詞）で、主語は Some です。 

〇 with younger children は修飾語で副詞のはたらきです。 

「幼い子どもたちと」という意味をもち、動詞 play を修飾しています。 

② others join the activities to clean our city. 

〇 others が S（主語）、 join が V（動詞）、 the activities が O（目的語）です。 

〇 to clean our city は「私たちの町を掃除するための」という意味で、形容詞のはたらき

です。 the activities を修飾しています。 
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〇 I が S（主語）、 think が V（動詞）、 they are good experiences が O（目的語）です。 

〇 they are good experiences は主語と動詞をふくむ節（名詞節）です。 

〇 they が S（主語）、are が V（動詞）、 good experiences が C（補語）です。 

〇 that は、名詞節を導く接続詞で「～ということ」という意味をもちます。（省略される

ことも多いです） 

 

 

〇 These experiences が S（主語）、 will help が V（動詞）、 us が O（目的語）です。  

〇 understand society は、目的語 us の動作を表しています。 

 

 

〇 We が S（主語）、can communicate が V（動詞）です。 

〇 with various kinds of people は修飾語で副詞のはたらきです。 

「さまざまな種類の人たちと」という意味をもち、動詞 communicate を修飾しています。 

〇 also は副詞です。「～もまた」という意味をもち、動詞 communicate を修飾しています。 
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① When we finish the volunteer activities, 

〇 we が S（主語）、 finish が V（動詞）、 the volunteer activities が O（目的語）です。 

〇 when は、時間を表す接続詞で、「～したとき」という意味をもちます。 

② most of us want to take part in another one again. 

〇 most が S（主語）、 want が V（動詞）、 to take part in another one again が O（目的語）

です。 

〇 of us は修飾語で形容詞のはたらきです。 most を説明しています。 

〇 to take part in another one again は「他の活動にまた参加すること」という意味で、名詞と

して扱っています。 

〇 in another one は修飾語で副詞のはたらきです。 

「他の活動に」という意味をもち、 take part を修飾しています。 

〇 again は副詞です。「再び」という意味をもち、 take part を修飾しています。 

                                         
                       
                                  

                                   

                                                      
                       
                                           

                      
             

                                      
     


